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☆組織の概況（6月30日現在） 組合員総数　5万0055人（6月の新加入者124人） 出資金総額　14億5977万3900円（1人平均　2万9163円）

　
最
近
、
暮
ら
し
の
中
に

た
く
さ
ん
の
「
ど
う
し

て
？
」
が
積
も
っ
て
い

く
。
そ
れ
は
、
ど
こ
か
理

不
尽
さ
を
帯
び
た
問
い
で

も
あ
る
。
▼
米
価
が
上

が
っ
て
も
減
反
は
形
を
変

え
て
続
き
、
医
療
や
介
護

の
現
場
は
世
間
の
賃
上
げ

の
波
か
ら
取
り
残
さ
れ
て

い
る
。
地
域
を
懸
命
に
支

え
る
病
院
は
赤
字
に
あ
え

ぎ
、
窓
口
負
担
の
増
加
や

保
険
料
の
値
上
げ
が
受
診

を
遅
ら
せ
、
命
さ
え
奪
っ

て
し
ま
う
。
▼
沖
縄
の
辺

野
古
の
海
は
埋
め
立
て
ら

れ
、
軍
事
費
は
膨
ら
む
一

方
で
、
社
会
保
障
は
削
ら

れ
て
い
く
。
戦
争
は
終
わ

ら
ず
、
核
兵
器
禁
止
条
約

に
は
背
を
向
け
、
原
発
は

ま
た
動
き
出
そ
う
と
し
て

い
る
。
▼
こ
う
し
た
理
不

尽
は
、
国
の
政
治
や
政
権

の
姿
勢
と
深
く
結
び
つ
い

て
い
る
。
も
し
「
仕
方
な

い
」
と
見
過
ご
し
て
し
ま

え
ば
、
社
会
の
歪
み
は
さ

ら
に
深
ま
っ
て
い
く
だ
ろ

う
。
そ
れ
で
も
、
理
不
尽

の
前
で
立
ち
止
ま
り
、
声

を
上
げ
、
問
い
か
け
続
け

る
人
た
ち
が
い
る
。
▼
そ

の
問
い
か
け
は
や
が
て
小

さ
な
波
紋
と
な
り
、
日
本

と
い
う
水
面
を
揺
ら
し
始

め
る
。
こ
の
国
の
未
来

に
、
希
望
の
波
紋
を
広
げ

る
の
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
関
心
と
意
思
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

�

（
常
務
・
角
田
尚
樹
）

　
津
軽
保
健
生
活
協
同
組

合
で
は
、「
地
域
住
民
の

医
療
を
受
け
る
権
利
を
保

障
す
る
た
め
に
医
療
機
関

の
維
持
存
続
へ
の
支
援
を

求
め
る
請
願
署
名
」
に

１
６
，
０
０
０
筆
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
署
名
は
、
私
た
ち
自

身
と
次
の
世
代
の
「
安
心

　
日
本
の
医
療
機
関
は
今
、
か
つ
て
な
い
経
営
危
機

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
度
の
医
療
機
関
倒
産
は
64
件
、
休
廃

業
・
解
散
は
７
８
６
件
と
、
い
ず
れ
も
過
去
最
多
を

記
録
し
ま
し
た
。
6
病
院
団
体
（
日
本
病
院
会
・
全

日
本
病
院
協
会
・
日
本
医
療
法
人
協
会
・
日
本
精
神

科
病
院
協
会
・
日
本
慢
性
期
医
療
協
会
・
全
国
自
治

体
病
院
協
議
会
）
の
調
査
で
は
、
全
国
の
69
％
の
病

院
が
赤
字
と
い
う
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
6
病

院
団
体
は
「
地
域
医
療
は
崩
壊
寸
前
」
と
訴
え
、
診

療
報
酬
の
抜
本
的
な
改
善
と
社
会
保
障
抑
制
政
策
の

見
直
し
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
費
を
国
が
抑
制

物
価
・
人
件
費
・
光
熱
費
急
激
な
上
昇

請
願
署
名
へ
の
取
り
組
み
ス
タ
ー
ト

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
な
ど
制
度
の
充
実

　
こ
の
背
景
に
は
、
国
の
社

会
保
障
費
抑
制
政
策
の
も
と

で
、
診
療
報
酬
が
長
年
に
わ

た
っ
て
抑
え
ら
れ
て
き
た
事

実
が
あ
り
ま
す
。
診
療
報
酬

は
、
病
院
や
診
療
所
が
行
っ

た
診
療
や
治
療
に
対
し
て
国

か
ら
支
払
わ
れ
る
公
定
価
格

で
す
。
し
か
し
、
長
い
間

「
財
政
健
全
化
」
の
名
の
も

と
に
十
分
に
引
き
上
げ
ら
れ

ず
、
結
果
と
し
て
医
療
現
場

の
疲
弊
を
招
い
て
き
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
近
年
は
物
価
や
人

件
費
、
光
熱
費
の
急
激
な
上

昇
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
診

療
報
酬
は
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト

増
に
全
く
追
い
つ
い
て
い
ま

せ
ん
。
２
０
２
４
年
の
診
療

報
酬
改
定
で
も
、
経
営
の
改

善
に
は
ほ
ど
遠
く
、
多
く
の

病
院
が
赤
字
を
深
刻
化
さ
せ

て
い
ま
す
。
も
は
や
病
院
や

介
護
施
設
な
ど
の
医
療
機
関

の
自
己
努
力
だ
け
で
は
、
こ

の
危
機
を
打
開
す
る
こ
と
は

不
可
能
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
危
機
は
病
院
だ
け
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地

域
か
ら
医
療
機
関
が
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
に
「
安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
権
利
＝
受
療
権
」

が
失
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
地
域
医
療
の
崩
壊
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
命
に
直

結
す
る
重
大
な
問
題
な
の
で

す
。

　
い
ま
こ
そ
、
国
の
社
会
保

障
抑
制
政
策
を
抜
本
的
に
見

直
し
、
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
を
は
じ
め
と
し
た
制
度
を

充
実
さ
せ
る
よ
う
強
く
求

め
る
声
を
広
げ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
医
療
機
関
の

経
営
破
綻
を
防
ぎ
、
地
域

医
療
を
守
り
抜
き
、
患
者
・

住
民
の
受
療
権
と
医
療
従

事
者
の
生
活
と
権
利
を
守

る

―
そ
の
た
め
に

「
オ
ー
ル
地
域
」
で
声
を

あ
げ
る
と
き
で
す
。

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

未
来
」
を
つ
く
る
た
め
の

大
切
な
行
動
で
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
こ
の
運

動
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
地
域
医
療
を
守
り
、

「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
」
を
未
来
へ
つ

な
ぐ
た
め
に
、
と
も
に
声

を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

地
域
医
療
を
守
る
た
め
、

地
域
医
療
を
守
る
た
め
、

社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
よ
う

社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
よ
う

��

６
病
院
団
体
が
地
域
医
療
は
崩
壊
寸
前
と
訴
え
る
！

６
病
院
団
体
が
地
域
医
療
は
崩
壊
寸
前
と
訴
え
る
！

専務　泉谷雅人
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５
月
24
日
、
健
生
病
院
に

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
校
が
開

催
さ
れ
、
組
合
員
ら
９
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
一
昨
年
や
昨
年
の
参
加
者

か
ら
の
要
望
を
受
け
、“
こ

れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始

め
る
人
の
た
め
に
”
を
テ
ー

マ
に
基
本
的
な
学
習
内
容
と

し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
弘
前
市
市
民
協

働
課
ひ
ろ
さ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
入
門
編
と

題
し
て
講
話
が
あ
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
歴
史
や
社
会
的

効
果
、
活
動
す
る
に
あ
た
っ

て
の
心
構
え
な
ど
を
学
習
し

ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「
思

い
」「
ニ
ー
ズ
」「
技
量
」
で

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
社

会
の
助
け
合
い
の
中
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
共
助
に
あ
た
る

こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は

自
発
性
が
必
要
な
点
で
奉
仕

活
動
と
は
異
な
る
こ
と
な
ど

論
理
的
な
内
容
も
多
く
、
参

加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

　外科・内科・皮膚科外来の混合病棟外科・内科・皮膚科外来の混合病棟 ��

　３階西病棟は、外科・内科、外科外来・皮
膚科外来を担う混合病棟となっています。外
科領域では良性疾患（胆石症、ヘルニア、虫
垂炎、腸閉塞等の急性腹症・気胸等の胸部疾
患）から、悪性疾患ではほぼ全ての消化器が
ん、乳がんを扱っています。手術を中心とし
た周術期（外来受診から治療後、社会復帰ま
で）の管理と、手術の前後または切除不能が
んに対する化学療法（抗癌剤治療）に対応し
ています。外来受診から入院、手術と術後の
通院まで全て一つの部署で担う事での強み

不安を取り除き、治療に集中できるような環
境を整えられるように努めています。退院ま
でで終わりではなく、退院後の療養環境を調
整し、安心して過ごすことができるよう援助
しています。

＊　　　＊　　　＊
　病気に罹患し、手術や処置に対するリス
ク・痛みや不快感・病床環境・経済的（社
会的）な不安など病院で治療する事に対して
の不安はとても大きく多岐に渡ります。病気
の進行や今後の生活の質の低下などの未来
への不安など、患者さんが抱えるこれらの不
安を少しでも軽減できるよう努めていきた
いと考えています。
� （３階西病棟看護長　三上浩太郎）

を活かし、患者さんの不安や悩みに寄り添
い、外来部門と連携して継続した看護提供が
行えるように努めています。
　内科領域では疾病や年齢によって、口から
食事を摂る事が難しくなった患者さんが栄
養摂取する為の胃瘻の造設・管の交換を行
っています。弘前脳卒中センターを中心に、
弘前市内の医療機関や高齢者施設とも連携
しています。

　退院後の療養環境に配慮退院後の療養環境に配慮 ��

　また、当病棟では退院支援にも力を入れて
います。青森県は高齢化率（人口に対して

65歳以上の割合）が 2024 年
度 34.9％であり、県全体の約
半数の 20 市町村が 40％を超
えるなど、地域の高齢化が進
んでいます。病気を患い治療
して良くなったが今までと同
じ生活に戻るのに不安がある
人や、援助を必要としているが
近所に親戚や子供などの頼れ
る人が稀薄な方などに入院直
後から介入する事で少しでも

い
ま
し
た
。

　
つ
ぎ
に
健
生
病
院
や
津
軽

医
院
な
ど
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
員
よ
り
活
動
報
告

が
さ
れ
、
や
り
が
い
を

感
じ
る
瞬
間
や
利
用
者

と
の
交
流
に
つ
い
て
触

れ
ら
れ
、
日
々
の
楽
し

い
様
子
が
想
像
で
き
ま

し
た
。
ぜ
ひ
あ
な
た
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
そ
の
ほ
か
、
旧
健
生

病
院
時
代
の
救
急
外
来

の
様
子
を
特
集
し
た

「
断
ら
な
い
医
療
」
の

映
像
を
視
聴
し
、
参
加

者
は
地
域
に
お
け
る
津

軽
保
健
生
協
の
重
要
な
役
割

に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し

た
。

研修研鑽、休みに温泉巡り
健生病院　研修医　相

そ う わ

和　侑
ゆ う ま

馬

⑲⑲

　この度、2025 年４月より大館市
立総合病院より TY研修（初期研修
を終えた医師がより総合的な知識や
スキルを身につけるための研修）と
して健生病院へ所属致しました。
　出身は千葉県流山市で青森県に移
住するまでは約 20年間、千葉県で
暮らしておりました。千葉県と言え
ばまず何を思い浮かべてくださるで
しょうか。まず「落花生」そして多
くの方が「東京ディズニーリゾー
ト」を頭の中で思い浮かべてくださ
ると思います。千葉県を出てから
10 年以上経過してしまったので千
葉県への故郷愛はほとんど残ってお
りませんが、実家がある千葉県流山
市から「東京ディズニーリゾート」
のある千葉県浦安市まで電車を使用
して 30分で通えたことは、今でも
ちょっとした自慢です。
　青森県に来てからしばらく経過し
ましたが、未だに冬季期間の雪には
慣れることができず、毎年雪道の車
の運転や生活に苦労しております。
また「相和」という苗字があまりこ
ちらの方々に馴染みが無いようで
「相馬」と間違って呼ばれることが
多いので「相和」と覚えてくださる
と幸いです。私は学生の頃から温泉
が好きで、健生病院のある弘前市周
辺にも沢山の温泉があります。特に
休みの日は必ず通う温泉が大鰐町に

ある「鰐 come」です。温泉が綺麗
なだけでなくサウナや露天風呂もあ
り大きな休憩スペースがあることも
魅力的なところです。もし温泉で見
かけた際には声をかけてくださると
嬉しいです。
　健生病院での勤務が４月からはじ
まって３ヵ月が経ちました。TY研
修として１年間内科系の診療科を
ローテートさせて頂いておりますが
この３ヵ月間は総合診療科で学ばせ
て頂きました。健生病院の総合診療
科の特徴の一つと言えば様々な疾患
の方が入院されていることだと思い
ます。また入院患者の数も多く総合
診療科の先生方は非常に多忙な状況
の中、治療で疑問に思ったことや
困ったことを相談すると親身になっ
て相談に応じてくださり様々な経験
を積ませて頂いております。
　１年間健生病院での研修で様々な
ことを学び少しでも青森県の皆様の
診療に還元できるように、これから
も日々学び研鑽に励んで参りたいと
思います。
　地域組合員の方々におかれまして
は、平素より健生病院での診療への
ご協力誠にありがとうございます。
また、初期研修医を終えたばかりで
まだまだ未熟な私を、温かい気持ち
で迎え入れて頂きました方々に、こ
の場を借りて感謝申しあげます。

「
思
い
」「
ニ
ー
ズ
」「
技
量
」
の
共
助

「
思
い
」「
ニ
ー
ズ
」「
技
量
」
の
共
助

５
／
24

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
校
２
０
２
５
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月　日 支部名 実施場所 時　間

８月２日（土）東中支部 いとく弘前東店 13：00－14：30

８月19日（火）鶴田支部
スーパーストア

鶴田フッドリバーモール店
13：00－14：30

応
募
方
法

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

（
答
え
）
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

　
「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
８
月
14
日
必
着
。
正
解
者
か
ら
10

人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　

〒
０
３
６

－

８
０
４
５

　

弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　

津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

kenkou@
tsugaru-health.coop

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

２

―
は
お
早
め
に
、
ス

ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
…

３

―
不
休
の
努
力
は
止

め
よ
う
ね

４

―
な
人
は
ハ
ン
カ
チ

や
タ
オ
ル
が
手
離
せ
ま

せ
ん

５
こ
れ
を
失
う
と
、
感
情

的
に
な
り
ま
す

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

１
水

―
。
プ
ー
ル
に
飛

び
こ
む
と
あ
が
る
も
の

４
虫
取
り

―
を
ふ
り
ま

わ
す

５
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
総
あ

た
り
戦
で
す

６
座

―
指
定

７
お
す
も
う
さ
ん
の
こ
と

第
748
号
（
７
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
チ
ュ
ウ
ゲ
ン
＝
中
元
」

７
月
号
の
発
行
が
遅
れ
た
た
め
、

正
解
者
発
表
は
９
月
号
付
に
な
り

ま
す
。

《ヒント》（５文字）
うるさいこともあるけど

きこえないのも寂しいですね

ウ

ギ
モ
ン

タ
チ
ヨ
ミ

ゲ

ウ

ユ

ウ
ズ
マ
キ

ニ
カ
イ

チ

❶
健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

事
務
長
　
三
浦　

孝
子

自
宅
や
施
設
で
の
療
養
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

　
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
内
科
・
精
神
神
経

科
・
泌
尿
器
科
が
あ
り
、
午
後
は
弘
前
大
学

か
ら
支
援
医
師
が
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
て
い

て
、
専
門
外
来
も
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
医
師
と
看
護
師
が
ご
自
宅
や
施
設
に
月
2

回
以
上
う
か
が
う
訪
問
診
療
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
で
の
利
用
が
中
心
の
通
所
リ
ハ

ビ
リ
。
リ
ハ
ビ
リ
の
ス
タ
ッ
フ
が
自
宅
や
施

設
に
行
っ
て
行
う
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
。
在
宅
医

療
で
は
、
人
工
呼
吸
器
や
医
療
機
器
の
管
理

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
終
末
期
で
痛
み
の

管
理
が
必
要
な
方
な
ど
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❷
健
生
五
所
川
原
診
療
所

事
務
長
　
漆
舘　

杏
子

糖
尿
病
外
来
の
ご
案
内

　
毎
週
木
曜
日
午
前
か
ら
午
後
ま
で
、
佐
藤

江
梨
・
糖
尿
病
専
門
医
が
健
生
病
院
か
ら
診

察
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
の
検
査
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
Ｃ

検
査
の
数
値
が
6.5
％
以
上
が
糖
尿
病
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
外
来
に
通
院
中
の
Ａ

さ
ん
は
、
昨
年
４
月
に
は
１
０
．
２
％
で
し

た
が
現
在
7.2
％
に
下
が
り
、
血
圧
も
１
５
８

か
ら
１
２
１
に
下
が
り
ま
し
た
。

　
内
服
薬
の
変
更
、
健
康
な
食
習
慣
、
運
動

習
慣
、
禁
煙
な
ど
の
指
導
な
ど
に
よ
り
、
検

査
数
値
が
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。
専
門
医
の

指
導
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
成
果
で
す
。

　
糖
尿
病
か
も
…
と
の
不
安
や
悩
み
、
専
門

医
が
承
り
ま
す
。
受
診
希
望
の
方
は
職
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❸
津
軽
医
院

事
務
長
補
佐
　
對
馬　

健
洋

地
域
を
支
え
る
在
宅
リ
ハ
ビ
リ

　
津
軽
医
院
で
は
内
科
の
外
来
、
事
業
所
健

診
ま
た
は
特
定
健
診
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
、
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
、
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
イ
メ
ー
ジ

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
寝
た
き
り
の
人
だ

け
で
は
な
く
て
、
そ
の
人
の
生
活
環
境
に
合

わ
せ
た
動
き
を
練
習
し
ま
す
。
立
ち
上
が

り
、
お
風
呂
に
入
る
ま
で
、
着
替
え
な
ど
の

実
践
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ど
こ
に
手
す
り

を
付
け
た
ら
い
い
か
、
使
い
や
す
い
か
の
提

案
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
は

40
分
か
ら
１
時
間
、
き
ち
ん
と
１
対
１
で
行

い
ま
す
の
で
、
お
家
で
き
ち
ん
と
リ
ハ
ビ
リ

し
た
い
と
い
う
人
に
お
勧
め
で
す
。
ご
家
族

に
介
護
の
指
導
も
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
を
届
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

❹
健
生
黒
石
診
療
所

事
務
長
　
横
山
み
ど
り

地
域
の
〝
か
か
り
つ
け
〟

　
診
療
科
は
内
科
と
小
児
科
で
す
。
午
後
は

毎
日
、
訪
問
診
療
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
職
員
体
制
は
、
医
師
が
３
名
。
２

０
２
２
年
ま
で
所
長
を
し
て
い
た
坂
戸
慶
一

郎
先
生
が
帰
任
し
ま
し
た
。

　
在
宅
の
患
者
数
は
こ
の
10
年
で
４
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
原
則
月
２
回
の
訪
問
診
療

で
、
具
合
が
悪
い
時
の
臨
時
往
診
は
、
24
時

間
３
６
５
日
対
応
の
在
宅
医
療
機
関
と
し
て

在
宅
で
暮
ら
す
方
々
の
想
い
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
多
職
種
共
同
で
支
援
し
ま
す
。
地
域

の
“
か
か
り
つ
け
”
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
続

け
て
い
ま
す
。

❺
健
生
訪
問
看
護
ST
た
ま
ち

の
だ
支
所
看
護
長
　
加
藤
久
美
子

時
々
入
院
、
ほ
ぼ
在
宅

　
新
規
利
用
者
の
受
け
入
れ
を
強
化
し
た
事

例
を
紹
介
し
ま
す
。
①
が
ん
末
期
で
入
院
中

「
帰
り
た
い
」。
一
軒
家
の
プ
レ
ハ
ブ
で
棚

や
照
明
な
ど
を
自
分
で
作
っ
た
家
で
す
。
数

日
後
、
こ
の
自
慢
の
部
屋
で
最
期
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
②
医
療
ケ
ア
児
で
２
歳
。
気
管

切
開
。
座
位
保
持
と
歩
行
の
リ
ハ
ビ
リ
中
。

お
も
ち
ゃ
遊
び
で
楽
し
み
な
が
ら
訓
練
し
て

い
ま
す
。

　
の
だ
支
所
は
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
末
期
、

難
病
、
医
療
的
ケ
ア
児
な
ど
医
療
依
存
度
の

高
い
利
用
者
の
受
け
入
れ
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
ま
す
。

　
「
と
き
ど
き
入
院
、
ほ
ぼ
在
宅
」、
の
だ

支
所
は
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
す
。

❻
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ぴ
あ
す

所
長
　
五
代
儀
明
子

ふ
ら
り
と
立
ち
寄
れ
る
憩
い
の
場

　
生
協
会
館
４
階
、
元
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
精
神

科
デ
イ
ケ
ア
の
あ
っ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　
障
が
い
を
抱
え
た
方
が
街
な
か
で
ふ
ら
り

と
立
ち
寄
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー

さ
ん
は
、
心
や
体
に
生
活
上
の
不
自
由
さ
を

持
つ
人
、
ま
た
は
そ
の
ご
家
族
。

　
ぴ
あ
す
の
役
割
で
す
が
、「
憩
い
の
場
」

と
し
て
仲
間
と
共
に
自
分
ら
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
日
常
生
活
の
支
援
」
と

し
て
、
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
茶
会
や
学
習
会
、
サ
キ
織
り
を
し
た
り
し

て
過
ご
し
ま
す
。
い
ろ
ん
な
作
品
や
組
合
員

さ
ん
か
ら
の
不
用
品
を
、
毎
年
土
手
町
の
カ

ル
チ
ュ
ア
ロ
ー
ド
に
出
展
し
て
い
ま
す
。

❼
弘
前
市
第
一
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
　
堀
川　

恵

わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
取
り
組
み

　
わ
た
し
た
ち
は
「
犬
の
散
歩
で
、
ま
ち
を

見
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
わ
ん
パ
ト
隊

は
愛
犬
と
の
お
散
歩
時
間
を
活
用
し
て
地
域

を
さ
り
げ
な
く
見
守
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
支
援
し
た
方

が
行
方
不
明
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
で
す
。
犬

の
散
歩
は
毎
日
の
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
「
い

つ
も
の
道
」「
い
つ
も
の
顔
」
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
毎
日
は
個
人
パ
ト
ロ
ー

ル
、
月
１
回
は
集
合
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い

ま
す
。
散
歩
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
何

度
も
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る
高
齢
者
に

声
を
か
け
た
ら
「
家
が
分
か
ら
な
く
な
っ

た
」
と
の
こ
と
。
一
緒
に
交
番
ま
で
行
っ
て

無
事
に
家
族
に
連
絡
で
き
ま
し
た
。
44
人
、

41
頭
が
登
録
、
希
薄
に
な
っ
た
地
域
と
の
つ

な
が
り
の
再
構
築
の
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

❽
藤
代
健
生
病
院

院
　
長
　
関
谷　

修

「
往
診
は
い
も
の
花
咲
く
野
を
過
ぎ
て
」

　
動
画
で
の
発

表
に
会
場
か
ら

拍
手
が
起
こ
り

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
津

川
武
一
先
生
の

句
が
刻
ま
れ
た

藤
代
健
生
の
中

庭
に
あ
る
石
碑

で
す
。
患
者
さ

ん
に
請
わ
れ
れ
ば
い
つ
で
も
往
診
に
行
っ
た

そ
の
情
景
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
こ
は
藤
代
健
生
の
カ
ル
テ
庫
で
す
。
大

清
水
健
生
病
院
以
来
の
カ
ル
テ
が
す
べ
て
こ

こ
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
料
上
、
あ
る

い
は
研
究
上
、
と
て
も
有
意
義
な
紙
カ
ル
テ

で
す
。
お
金
と
時
間
が
あ
れ
ば
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
診
察
室
で
は
、
ま
れ
に
大
声
を
出
す
人
に

は
緊
急
ブ
ザ
ー
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
鳴
動
す

る
と
職
員
が
大
勢
駆
け
つ
け
ま
す
。

　
応
接
室
に
あ
る
津
川
武
一
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
津
軽
保
健
生
協
を
創
立
し
た
先
生
の
色

紙
「
種
ま
く
こ
と
は
人
類
永
遠
の
栄
光
で
あ

る
」
が
あ
り
、『
津
川
武
一
日
記
』
全
10
巻
。

私
は
全
部
読
み
ま
し
た
。
歴
史
あ
る
津
軽
保

健
生
協
の
こ
と
を
周
年
記
念
誌
な
ど
で
、
創

立
以
来
の
こ
と
を
調
べ
て
い
ま
す
。

　
第
１
０
０
回
の
総
代
会
を
記
念
し
て
、
各
事
業

所
か
ら
の
医
療
活
動
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
事

業
所
の
患
者
・
利
用
者
を
中
心
と
し
た
事
業
報
告

が
生
き
生
き
と
語
ら
れ
、
多
く
の
総
代
か
ら
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
活

動
を
し
て
い
た
な
ん

て
知
ら
な
か
っ
た
」

や
「
津
軽
保
健
の
医

療
活
動
に
感
動
し
た
」

と
の
声
も
上
が
っ
て

い
ま
す
。
健
生
病
院

の
医
療
活
動
報
告
か

ら
始
ま
り
、
続
く
各

事
業
所
の
報
告
を
ま

と
め
ま
し
た
。

第
１
０
０
回
通
常
総
代
会　
記
念
企
画

各
事
業
所
の
医
療
活
動

関谷院長と石碑関谷院長と石碑
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我
が
家
も
健
生
で
…

我
が
家
も
健
生
で
…

平
川
市　

桃
華
伝　

平
川
市　

桃
華
伝　

　

健
生
で
３
人
男
の
子
を
出

産
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

子
育
て
は
ど
こ
の
家
庭
で
も

一
緒
で
、
ド
タ
バ
タ
し
な
が

ら
子
ど
も
と
一
緒
に
親
も
成

長
し
て
い
く
の
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。
今
後
と
も
小
児
科

に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

つ
が
る
市　

蝦
名
憲
英

つ
が
る
市　

蝦
名
憲
英

　

７
月
１
日
健
生
五

所
川
原
診
療
所
へ
行

き
、「
あ
お
も
り
ま
る

ご
と
２
０
２
５
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
用
紙

を
も
ら
い
ま
し
た
。
今

日
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。

◎
で
す
。
明
日
も
頑
張

り
ま
す
。

暑
い
暑
い
日

暑
い
暑
い
日

弘
前
市　

こ
こ
マ
マ

弘
前
市　

こ
こ
マ
マ

　

毎
日
暑
い
日
が
続

き
、
子
ど
も
を
散
歩
や

公
園
で
の
遊
び
に
連

れ
て
行
く
の
も
悩
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
夜
も

寝
苦
し
い
日
も
あ
り
、

エ
ア
コ
ン
の
温
度
設

定
に
悩
み
ま
す
。
こ
ん

な
に
夏
っ
て
暑
か
っ

た
か
な
と
ふ
と
自
分

の
小
さ
い
頃
を
思
い
出
し
ま

す
。似

た
カ
ラ
ス
？

似
た
カ
ラ
ス
？

青
森
市　

海
老
名
惠
美
子　

青
森
市　

海
老
名
惠
美
子　

　

〝似
た
カ
ラ
ス
三
羽
い

る
〟
よ
く
似
た
人
や
動
物
が

い
る
も
の
で
す
ね
。
逝
っ
て

久
し
い
愛
猫
に
ウ
リ
フ
タ
ツ

の
猫
が
い
て
、
驚
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。

菜
園
に
カ
マ
キ
リ
が

菜
園
に
カ
マ
キ
リ
が

弘
前
市　

清
野
眞
喜
子　

弘
前
市　

清
野
眞
喜
子　

　

我
が
家
の
小
さ
な
菜
園
に

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
カ
マ

キ
リ
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
葉
っ
ぱ
に
は
、

小
さ
な
青
虫
や
ア
ブ
ラ
ム

シ
、
そ
の
他
の
あ
り
が
た
く

な
い
虫
が
い
て
困
っ
て
い
る

が
、
そ
の
カ
マ
キ
リ
が
良
い

働
き
を
し
て
大
き
く
な
っ
て

欲
し
い
と
願
っ

て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

お
中
元

お
中
元

藤
崎
町　

М
・
Ｎ

藤
崎
町　

М
・
Ｎ

　

次
男
坊
が
熊

本
県
に
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
７
月

が
誕
生
日
。
誕

生
日
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
抱
き
合
わ

せ
で
お
中
元
を

贈
り
ま
す
。
毎
年

リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー

ス
で
す
。
そ
れ

が
ま
た
、
熊
本

の
方
々
に
は
喜

ば
れ
る
と
言
っ

て
、
職
場
の
仲

間
に
振
る
舞
っ

て
い
る
そ
う
で

す
。

早
起
き
生
活

早
起
き
生
活

青
森
市　

奈
良
岡
純
子　

青
森
市　

奈
良
岡
純
子　

　

朝
早
く
起
き
る
と
色
々
な

事
が
で
き
て
得
し
た
気
分
に

な
り
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体
操

第
１
、
第
２
と
楽
し
く
や
っ

て
お
り
ま
す
。
身
体
を
動
か

す
と
体
調
も
い
い
。
皆
様
も

ぜ
ひ
早
起
き
し
て
ね
。
元
気

に
夏
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ

う
!!

癒
さ
れ
て

癒
さ
れ
て

弘
前
市　

し
ー
ち
ゃ
ん　

弘
前
市　

し
ー
ち
ゃ
ん　

　

す
く
す
く
エ
ン
ジ
ェ
ル
、

毎
月
楽
し
み
に
…
。
息
子
も

掲
載
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
息
子
は
５
歳
に
な
り
再

来
年
に
は
小
学
１
年
生
に
。

今
で
も
、
そ
の
時
の
「
健

康
」
は
大
事
に
取
っ
て
あ
り

ま
す
！　

何
事
も
な
く
す
く

す
く
と
大
き
く
育
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
！

暑
す
ぎ
で
す

暑
す
ぎ
で
す

青
森
市　

青
森
市　

あ
や
ベ
ー
レ
ッ
ピ
ー

あ
や
ベ
ー
レ
ッ
ピ
ー　　

　

ま
だ
７
月
に
入
っ
た
ば
か

り
な
の
に
こ
の
暑
さ
。
夏
本

番
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
ん

で
し
ょ
う
ね
！
や
っ
ぱ
り
こ

ま
め
に
水
分
補
給
と
エ
ア
コ

ン
な
ど
を
き
っ
ち
り
使
っ

て
、
無
事
に
乗
り
切
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

紙
ヒ
コ
ー
キ

紙
ヒ
コ
ー
キ

田
舎
館
村　

成
田　

愛
弓　

田
舎
館
村　

成
田　

愛
弓　

　

小
児
科
医
の
藤
岡
先
生
の

記
事
に
共
感
し
ま
し
た
。
育

児
に
使
え
る
便
利
グ
ッ
ズ
が

知
り
た
い
で
す
。

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す

青
森
市　

須
藤　

薫　

青
森
市　

須
藤　

薫　

　

ボ
ケ
防
止
に
「
健
康
パ
ズ

ル
」
は
大
好
き
で
す
。
答
え

が
で
き
て
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
!!菜

園
の
ト
マ
ト
で

菜
園
の
ト
マ
ト
で

青
森
市　

Ａ
・
Ｉ　

青
森
市　

Ａ
・
Ｉ　

　

毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
今
月
号
に
「
す
く
す
く

エ
ン
ジ
ェ
ル
」
コ
ー
ナ
ー
が

な
か
っ
た
の
で
さ
び
し
か
っ

た
で
す
。「
楽
し
い
お
料

理
」
は
菜
園
の
ト
マ
ト
が
と

れ
た
ら
作
っ
て
み
た
い
。

６
月
度
定
例
理
事
会

�

７
月
１
日

【
報
告
事
項
】

⃝

６
月
度
の
主
な
経
過
報
告
と

７
月
・
８
月
・
９
月
の
主
な

行
事
予
定

⃝

専
門
委
員
会
報
告

⃝

５
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

⃝

５
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告

⃝

青
森
県
医
療
事
業
協
同
組
合

理
事
会
報
告

⃝

医
療
福
祉
生
協
連
第
15
回
通

常
総
会
参
加
報
告

⃝

診
療
所
事
務
長
・
健
生
病
院

事
務
局
次
長
人
事

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

代
表
理
事
の
選
定

⃝

人
事
（
本
部
事
務
局
長
）

⃝

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
（
看
多
機
）
に

お
け
る
冷
暖
房
費
徴
収
の
通

年
実
施
に
つ
い
て

　
〔
協
議
事
項
〕

⃝

津
軽
保
健
生
協
第
１
０
０
回

通
常
総
代
会
ま
と
め
（
案
）

　

鬼
神
社
め
ぐ
り
バ
ス
ツ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
津
軽
に
は
鳥
居
に
“
鬼
”

を
祀
っ
た
神
社
が
い
く
つ
も

存
在
し
、
鯵
ヶ
沢
支
部
で
は

２
０
２
５
年
度
企
画
と
し
て

鬼
神
社
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
を

数
回
行
う
予
定
で
す
。

　
朝
９
時
、
海
の
駅
わ
ん
ど 

を
出
発
し
、
一
路
弘
前
方
面

へ
。
は
じ
め
に
向
か
っ
た
の

は
弘
前
市
撫
牛
子
「
八
幡

宮
」。
鬼
の
形
相
は
や
は
り

“
鬼
”
で
す
よ
ね
。
子
ど
も

だ
っ
た
ら
泣
き
ま
す
。
こ
こ

の
鬼
は
「
津
軽
の
鬼
コ
」
の

始
ま
り
の
鬼
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

次
に
平
川
市
日
沼
高
田

「
三
社
神
社
」
の
鬼
コ
は
綺

麗
な
水
色
の
体
で
す
。
目
が

赤
い
の
で
特
に
怖
く
見
え
ま

す
。

　
そ
し
て
皆
さ
ん
お
楽
し
み

に
し
て
い
た
お
昼
ご
は
ん
の

時
間
。「
和
ダ
イ
ニ
ン
グ
・

花
一
華
」
は
な
か
な
か
の
人

気
店
ら
し
く
、
ひ
っ
き
り
な

し
に
お
客
さ
ん
が
入
れ
代
わ

り
立
ち
代
わ
り
の
状
態
で
し

た
。
鯖
の
お
魚
が
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
で
す
。
色
々
な

小
鉢
の
バ
イ

キ
ン
グ
で
お

腹
い
っ
ぱ
い

食
べ
て
き
ま

し
た
。
機
会

が
あ
っ
た
ら
ま
た
行
き
た
い

で
す
。

　

食
後
は
平
川
市
柏
木
町

「
八
幡
宮
」
へ
。
タ
レ
目
で

と
て
も
可
愛
ら
し
い
鬼
で
し

た
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
弘
前
市

石
川
「
八
幡
宮
」
を
訪
ね
ま

し
た
。
赤
い
鬼
コ
が
赤
い
鳥

居
と
同
化
し
て
い
ま
し
た
。

　
帰
り
は
、
青
森
県
が
作
成

し
た
鬼
コ
カ
ー
ド
を
貰
う
た

め
、
は
じ
め
に
訪
問
し
た
弘

前
市
撫
牛
子
「
八
幡
宮
」
近

く
の
和
菓
子
屋
さ
ん
に
立
ち

寄
り
、
皆
で
お
買
い
物
も
し

ま
し
た
。

　
浪
岡
の
道
の
駅
・
ア
ッ
プ

ル
ヒ
ル
で
休
憩
も
し
て
、
無

事
に
そ
れ
ぞ
れ
家
路
に
つ
き

ま
し
た
。

　
楽
し
い
鬼
神
社
め
ぐ
り
バ

ス
ツ
ア
ー
、
お
疲
れ
様
で
し

た
。

�

（
副
支
部
長
・
大
福
悦
子
）

鯵
ヶ
沢
支
部

鬼
神
社
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー６

／
27

石澤　琉
る き

生ちゃん
お兄ちゃんたちと
仲よくね！

舘山　歩
あ ゆ と

斗ちゃん
お兄ちゃんと仲良くね！

大里　虹
こ は る

晴ちゃん
すくすく育って下さい！

葛西　壱
い ち か

嘉ちゃん
うまれてくれて
ありがとう！

赤沼　那
な る

流ちゃん
元気に育ってね！

柳田　愛
め る

瑠ちゃん
お兄ちゃんとお姉ちゃんと
仲良く楽しく過ごそうね♡

千葉　遥
は る か

華ちゃん
お兄ちゃんと仲良く
元気に育ってね♡

工藤　湊
みなと

ちゃん
すくすく元気に育ってね☺

村上　月
ら ら

ちゃん
大きくなってね

中山　楓
ふ う な

菜ちゃん
しあわせになって下さい

木村　咲
さ く か

樺ちゃん
笑顔いっぱいで
大きくなってね♡

小田　依
え ま

茉ちゃん
元気に笑顔で育ってね

９/１ （月）足指力測定　
９/８ （月）眠剤のお話
９/13 （土）足の健康か骨粗鬆症（仮）
９/22 （月）地域包括ケア病棟紹介
９/29 （月）看多機の紹介
会場：津軽保健生協会館

申込先：津軽保健生協組織部（0172-35-8933）


